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（１）検討の経緯

選挙制度の改革に関する検討会は、平

成28年の通常選挙に向けた選挙制度の改

革について協議を行うため、第184回国会

閉会後の平成25年９月12日に開かれた各

会派代表者懇談会での合意を経て、設置

された。

第186回国会閉会後においては、本検討

会を開かなかった。

第187回国会においては、本検討会を

１回開いた。

平成26年10月22日に検討会（第３回）

を開き、本検討会のメンバー及び本検討

会の下に設置された選挙制度協議会の委

員について確認した後、山崎議長は辞任

した脇前座長の後任として、伊達忠一君

を指名した。また、選挙制度の改革につ

いて協議を行った。

なお、選挙制度協議会は第186回国会閉

会後、平成26年11月21日までの間、９回

開かれ、協議を行った。

（２）検討会経過

○平成26年10月22日（水 （第３回））

選挙制度の改革について協議を行った。

○平成26年６月26日（木 （第21回））

選挙制度の改革について 座長から座長案 選、 「

挙区見直し試案」及び「平成24年最高裁判決

に基づく選挙制度の検討について」の説明を

聴いた。

選挙制度の改革について、各会派から座長案

に対する検討結果を聴いた後、協議を行っ

た。

○平成26年７月９日（水 （第22回））

選挙制度の改革について、民主党・新緑風会

から「参議院選挙制度改革案」の説明を聴い

た。

平成24年最高裁判決を踏まえた較差の許容範

囲の解釈について、各会派から検討結果を

聴いた後、協議を行った。

○平成26年７月25日（金 （第23回））

「ブロック選挙区」及び「２県合区」につい

て、各会派から検討結果を聴いた後、協議を

行った。



選挙制度の改革について 自由民主党から 参、 「

『 』（ ） 」院選 選挙区域調整案 仮称 のイメージ

の説明を聴いた。

○平成26年８月18日（月 （第24回））

「選挙区域調整案」について、各会派から検

討結果を聴いた後、協議を行った。

選挙制度の改革について、民主党・新緑風会

から「参議院選挙制度改革案」の説明を聴

いた。

○平成26年９月２日（火 （第25回））

「奇数配当区を含む都道府県選挙区案」及び

「都道府県単位を維持し、定数については奇

数配分を可能とする案」について、各会派か

ら検討結果を聴いた後、協議を行った。

○平成26年９月11日（木 （第26回））

選挙制度の改革について、座長調整案が示さ

、 。れ 各会派は持ち帰り検討することとなった

○平成26年10月31日（金 （第27回））

「座長調整案」について、各会派から検討結

果を聴いた後、協議を行った。

選挙制度の改革について 自由民主党から 参、 「

議院自民党選挙制度改革案 、民主党・新緑」

風会から「参議院選挙制度改革案」の説明を

聴いた。

○平成26年11月14日（金 （第28回））

選挙制度の改革について 自由民主党から 参、 「

議院自民党選挙制度改革案」の説明を聴いた

後、協議を行った。

○平成26年11月21日（金 （第29回））

選挙制度協議会における検討の状況について

事務局から説明を聴取し、協議を行った。

「参議院自民党選挙制度改革案」に対する検

討結果を聴き、本協議会における意見集約に

ついて協議を行った。


